
平成30年度昭和大学医学部学生が卒業時に有している能力（コンピテンシー）に関するアンケート調査結果

１．ほとんど見についていない 【回答率】　100％
２．あまり身についていない
３．部分的に身についた 【回答数】　116名
４．おおむね身についた
５．十分身についた
０．未回答

医学部 1 2 3 4 5 0 平均

1．プロフェッショナリズム
・「至誠一貫」の精神に基づき、人間性豊かな患者中心
の医療を実践する責任感を有する。

0 1 17 55 43 0 4.2

1．プロフェッショナリズム
・医療者としての倫理観を有する。

0 0 11 59 46 0 4.3

2．コミュニケーション能力
・ヒューマニズムの精神に基づいた医療を実践するた
めに広く良好な人間関係を構築することができる。

0 1 18 50 47 0 4.2

2．コミュニケーション能力
・自分の考えをわかりやすく言語や態度で正確に伝え
ることができる。

0 1 20 62 33 0 4.1

2．コミュニケーション能力
・情報の収集と提供を適切に行うことができる。

0 0 21 55 40 0 4.2

3．医師としての専門的実践能力
・医学的知識に裏付けされた医療を実践できる。

0 1 30 53 32 0 4.0

4．チーム医療
・多職種の職能を理解して、医師としての責務を実践
する。

0 0 13 51 52 0 4.3

5．地域・社会への貢献
・地域医療に参加し、地域住民の健康回復・維持・向上
に貢献できる。

0 2 24 57 33 0 4.0

6．自己研鑽
・最新の知識や技能を生涯にわたって獲得する意欲と
態度を有し、医療の発展に貢献できる。

1 1 14 55 45 0 4.2

6．自己研鑽
・医療における自らの行動を常に省察して、自己改善
に努める。

0 1 19 49 46 1 4.2

7．国際性
・国際的視野を持って海外と交流ができる。

3 15 32 38 28 0 3.6

8．アイデンティティー
・昭和大学の伝統を重んじ、その名誉を高めるために
全力を尽くす。

0 3 21 52 40 0 4.1



平成30年度昭和大学歯学部学生が卒業時に有している能力（コンピテンシー）に関するアンケート調査結果

１．ほとんど見についていない

２．あまり身についていない 【回答率】　100％

３．部分的に身についた

４．おおむね身についた 【回答数】　91名

５．十分身についた

０．未回答
歯学部 1 2 3 4 5 0 平均

1．プロフェッショナリズム
・歯科医師としての責務を自覚し、強い責任感と倫
理観を持って、患者や地域住民に医療を提供でき
る。

1 1 25 47 17 0 3.9

2．コミュニケーション能力
・適切な言葉や態度によるコミュニケーションを介
して、良好な人間関係を構築するとともに、必要な
情報を収集・提供できる。

1 1 19 48 22 0 4.0

3．チーム医療
・ともに医療を担う多職種の職能を相互に理解・尊
重し、歯科医師の専門性を発揮し、患者中心の医
療を実践できる。

1 0 18 48 24 0 4.0

4．専門的実践能力
4-1．臨床情報の集約
・適切なコミュニケーションのもとに信頼関係を築
き、患者の主訴や医療情報を聴取、記録できる。

1 1 26 45 18 0 3.9

4．専門的実践能力
4-2．診断と治療計画
・集約された臨床情報に基づき、鑑別すべき疾患
を考慮して基本的な診断を行い、一患者単位の総
合治療計画を立案できる。

2 3 32 41 13 0 3.7

4．専門的実践能力
4-3．口腔の健康の確立・回復と維持
・治療計画に沿って口腔の健康の確立・回復に参
画できる。

3 0 24 50 14 0 3.8

4．専門的実践能力
4-4．予防とヘルスプロモーション
・地域住民の口腔の健康維持と心身の健康との係
わりへの理解を啓発し、改善および予防の指導が
できる。

3 0 26 49 12 1 3.7

5．社会的貢献
・社会的背景を把握し、地域社会における活動を
通して、国民の健康回復、維持、向上及び疾病の
予防に貢献する。

2 2 29 45 13 0 3.7

6．自己研鑽
・常に自己を振り返るとともに、他者からの評価も
受け入れ、至誠一貫の精神と向上心を維持する。

1 0 21 51 18 0 3.9

7．アイデンティティー
・昭和大学の伝統を重んじ、その名誉を高めるた
めに全力を尽くす。

3 3 23 43 19 0 3.8



平成30年度昭和大学薬学部学生が卒業時に有している能力（コンピテンシー）に関するアンケート調査結果

１．ほとんど見についていない

２．あまり身についていない 【回答率】　100％

３．部分的に身についた

４．おおむね身についた 【回答数】　191名

５．十分身についた

０．未回答

薬学部 1 2 3 4 5 0 平均

1．プロフェッショナリズム
・薬剤師としての責務を自覚し、強い責任感と倫理
観を持って、患者や地域住民に医療を提供できる。

0 2 35 108 46 0 4.0

2．コミュニケーション能力
・多様な背景を持つ人々と良好な人間関係を築き、
患者や医療者との間で必要な情報の収集・提供を
適切に行うことができる。

0 3 29 97 62 0 4.1

3．患者中心のチーム医療
・医療を共に担う多職種の職能を理解・尊重し、連
携しながら薬剤師の専門性を発揮し、患者中心の医
療を実践できる。

0 1 29 104 57 0 4.1

4．専門的実践能力
4-1．医薬品の調製、管理、供給
・医薬品の多様な特性と法的規制を理解し、医薬品
の調製、管理、供給を適切に実施できる。

0 3 62 94 32 0 3.8

4．専門的実践能力
4-2．薬物治療の計画・実践・評価
・患者の病態および患者・家族の心理・社会的背景
を把握した上で、科学的な根拠と医薬品の特性に基
づいて安心・安全な薬物治療を実践できる。

0 3 46 103 39 0 3.9

5．社会的貢献
・プライマリケア、セルフメディケーション支援、在宅
医療等を通じ、地域住民の疾病予防、健康回復・維
持・増進と公衆衛生の向上に貢献する。

0 1 62 90 38 0 3.9

6．薬学研究と自己研鑽
・科学的な探求心を持ち、医療・薬学に関わる問題
を発見し、解決するための方策を提示できる。また、
最新情報を国際的視野に立脚して生涯にわたって
獲得する意欲と態度を有する。

0 3 53 98 37 0 3.9

7．アイデンティティー
・昭和大学の伝統を重んじ、その名誉を高めるため
に全力を尽くす。

1 6 56 87 41 0 3.8



3学科合計

平成30年度昭和大学保健医療学部学生が卒業時に有している能力（コンピテンシー）に関するアンケート調査結果

【回答率】　100％
１．ほとんど見についていない

２．あまり身についていない 【回答数】　163名

３．部分的に身についた

４．おおむね身についた

５．十分身についた

０．未回答
保健医療学部 1 2 3 4 5 0 平均

1．プロフェッショナリズム
・看護師・理学療法士・作業療法士としての責務
を自覚し、強い責任感と倫理観を持って、患者や
地域住民に医療を提供できる。

0 1 32 114 16 0 3.9

2．コミュニケーション能力
・多様な背景を持つ人々とコミュニケーションを介
して良好な人間関係を築くとともに、必要な情報
の収集と提供ができる。

0 2 37 101 23 0 3.9

3．患者中心のチーム医療
・ともに医療を担う多職種の職能を相互に理解・
尊重し、多職種と連携・協力しながら看護師・理学
療法士・作業療法士の専門性を発揮し、患者中
心の医療が実践できる。

0 0 29 93 41 0 4.1

4．専門的実践能力
4-1．看護・理学療法・作業療法に関する基本技
術
・人間の科学、健康の科学と看護・理学療法・作
業療法の科学についての幅広い知識を踏まえ、
看護・理学療法・作業療法に関する基本的な技法
を適切に実施できる。

1 3 49 88 22 0 3.8

4．専門的実践能力
4-2．治療・ケアの計画・実践・評価
・患者の病態とともに患者・家族の心理・社会的
背景などを把握した上で、科学的な根拠に基づく
安心・安全な治療・ケアが実践できる。

0 2 48 94 19 0 3.8

5．社会的貢献
・看護師・保健師・理学療法士・作業療法士とし
て、地域における人々の疾病予防、健康回復・維
持・増進と地域の公衆衛生の向上に貢献する。

1 5 63 78 16 0 3.6

6．研究と自己研鑽
6－1．研究
・保健医療に関わる研究課題に取り組む科学的
探究心を有するとともに論理的・批判的な視点か
ら問題を発見し、解決するための方策を提示でき
る。

1 16 80 51 15 0 3.4

6．研究と自己研鑽
6－2．自己研鑽
・最新の知識や技能、必要な情報を国際的視野
に立脚して生涯にわたって獲得する意欲と態度を
有するとともに、自らの行動を常に省察して、他者
の評価をも受け入れ、自己向上に努める。

1 3 55 84 20 0 3.7

7．アイデンティティー
・昭和大学の伝統を重んじ、その名誉を高めるた
めに全力を尽くす。

0 5 45 73 40 0 3.9

看護 理学 作業

101 37 25 0 0 0
8．あなたの所属する学科を教えてください。


